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豊かで和やかな地域をめざして

「豊和村つくり協議会」を結成しました。

飯塚の開畑地域にはソーラーシェアリング（営農型太陽光発電設備）が設置されています。

ソーラーシェアリングとは、設備の下部を農地としてきちんと耕作することを条件に農業委員

会の許可を受けて設置されるもので、農業と発電を一体的に行うものです。現在１２設備が稼

働し、さらに建設が進んでいます。

この設備から、開畑地域の耕作放棄地の解消や農業支援、地域の環境保全や活性化、子供た

ちへの支援を主な目的として「村つくり基金」が拠出されています。今年は約３００万円です

が、設備が計画どおりに建設されれば数年後には５００万円を超える見込みで、少なくとも２

０年間は続きます。今年の３月、この基金の活用を協議するために各地区の代表や地域のため

に活動している団体や個人等で結成されたのが「豊和村つくり協議会」です。

まだ活動を開始したばかりですが、豊和小学校へのパソコン用のモニターの寄贈や移住者や

都会から「週末農業」に通っている人たちと地元の人たちとの交流・親睦を目的としたイベン

トへの支援、開畑に不法投棄されたゴミの処分等に資金援助をしてきました。

地域のみなさまの要望にも耳を傾けながら、豊かで和やかな豊和、元気で未来につながる豊

和をめざして行きますので、みなさまのご要望やお声を是非お聞かせください。

＊協議会には誰でも参加できます。ご希望される方は事務局まで。

豊和村つくり協議会一同

参加団体等と役員

飯塚・大寺・内山区長／飯塚開畑環

境保全会／北総東部土地改良区飯塚

分区／ プロジェクト／豊和小SOSA

学校／豊和小学校 ／青少年相談PTA

員／農業委員／豊葉会／市民エネル

ギーちば／匝瑳ソーラーシェアリン

Three little birdsグ／

代表

（飯塚開畑環境保全会）椿日出男

副代表

（ ）栖関実 北総東部土地改良区飯塚分区

（飯塚区長）向後勝弘

（ プロジェクト）髙坂勝 SOSA

会計監査

（内山区長）林一吉

事務局・会計

（匝瑳ソーラーシェアリング）椿茂雄

規約＜抜粋＞

第１条 飯塚開畑地区に設置されたソーラーシェ

アリング発電設備から拠出される「地域基

金 （以下、基金という）等の管理、運営」

のために豊和村つくり協議会を設置する。

２ 基金は、飯塚開畑地区の農地の保全や農業

支援、および豊和地区の環境保全と活性化、

将来を担う子供たちの育成、地域のための活

動への支援のために使う。

第２条 基金は前条の目的を踏まえ、以下のため

に使用することとし、具体的には協議会で

協議して決める。

①飯塚開畑地区をはじめとする豊和地区の耕作

放棄地の解消や農地と環境の保全

②地域の振興や活性化、環境保全、子供たちの

育成等、地域のために活動している団体等へ

の支援

③子供たちの育成に資する活動への支援

④新規営農や農村と都会との交流への支援

⑤その他、会の目的のために必要なこと



■豊和小学校にパソコン用

モニター寄贈

小学校でもパソコンを使った授業がたく

さんありますが、これまでパソコン用のモ

ニターが一台しかなく 「取り合い」になっ、

ている状況にありました。これからの子供

達はパソコンを使えこなせるのがとても大

切になります。

授業で使ってもらうために モニター ５、 （

５インチ）を一台寄贈しました。

■「豊和でホタルを愛でる会」

に協賛

大寺地区にある谷津田には、都会からた

「 」 。くさんの人が 週末農業 に通っています

そこから、豊和の素晴らしさに惹かれて移

住してきた人も何人もいます。

SOSAプロジェクトや移住した人たちが

中心になって蛍を観る会が続けられてきま

したが、そこには都会から大勢の人が足を

。 、運んでいます ２０名近い地元の方も参加

移住者や都会の人との交流に花を咲かせま

した。田圃には蛍がたくさん飛び交ってい

て、参加した地元の人もびっくり！

都会と豊和が繋がり、移住者と地域の人

が交じり合う中から新しい豊和が見えてく

ると思います。

（ ）小学校に寄贈したモニター テレビ
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以前

現在

「村つくり基金」はみんなのものです。こ

んなことをと考えている方、協議会メンバ

ーや事務局にご相談ください。

メール：thubaki@chiba.email.ne.jp



「村つくり基金」

協力者紹介

＜匝瑳ソーラーシェアリング合同会社＞

代表：椿茂雄

農業を支

援し耕作放

棄地を減ら

し地域環境

。を守りたい

地域に寄り

添い一緒に歩みたい。私たちが事業を始めた

思いです。それを実現するために、設備下で

営農する耕作者と地域に２００万円を出させ

て頂いています。 この設備で発電される電気

は標準世帯約２８０戸分。飯塚の全ての電気

を賄っている計算になります。クリーンな電

気で豊和を満たしたい。それが、私たちのも

う一つの思いです。野山を切り崩すのではな

く、畑や環境と一緒に歩んでいく「ソーラー

シェアリング」を進めていきます。

＜市民エネルギーちば合同会社＞

共同代表：東光弘／椿茂雄

地元飯塚

で2014年

に生まれた

会社です。

「ソーラー

シェアリン

グで農業・

エネルギー問題・地域興しを元気に解決！」

をテーマに地元の皆さんと一歩一歩、着実に

進めていきます。 100％出資の子会社の匝

瑳ソーラーシェアリング合同会社はじめ、趣

旨に賛同する他社とも連携し、耕作放棄地等

を中心に景観にも配慮しながら設備を増や

し、再生可能エネルギ100％の地域と地域

循環型の経済をめざしていきます。

＜千葉エコ・エネルギー株式会社＞

代表：馬上丈司

「自然を

エネルギー

に エネル

ギーを未来

に」をミッ

ションに掲

げ、地域に根ざした自然エネルギー創生と

研究・開発、また、自然エネルギー利用に

よる持続可能な農業の実現を目指していま

す。匝瑳飯塚地区ではソーラーシェアリン

グ開発当初からお手伝いさせていただき、

今後はソーラーシェアリングをきっかけと

した地域活性、農地再生、人材育成のため

の地域づくりを地元の皆さんと一緒に考え

ていきます。

＜株式会社イージーパワー＞

代表：竹村英明

座して待

っ て い て

は、なかな

か道が遠い

かも知れま

せん。それ

ならば､自ら道を切り開こう・・と生まれた

のが､「イージーパワー」です。

代表の竹村は全国の市民発電所のネット

ワーク団体『市民電力連絡会』の代表も兼

ねており、環境と人に調和した自然エネル

ギーの普及に日々取り組んでいます。

豊和での自然エネルギーと農業の融合に

よる地域おこしに私たちも末永く参加させ

ていただきます。

基金にご協力頂いている事業者さんを紹介し

ていきます。匝瑳ソーラーシェアリングさんか

らは２００万円、その他からは、一設備６～４

万円を頂いています （毎年、２０年間）。


